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技術部門   建設  

専門とする事項  鋼構造の設計・施工・維持管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 
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受験番号 

問題番号 Ⅲ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

 

 

 

 

 

■ 想 定 問 題  建 設 部 門  －  環 境  
 
日経コンストラクションより 地球温暖化 
 
（環境部門の必須科目Ⅰを改変） 
 
 地球温暖化・気候変動により国内外で深刻な気象災害が多発している。2022年 2月の
OPCC作業部会報告においても、【人間の活動が引き起こす気候変動により以上気温の頻度
と強度が増し、自然と人々に広範囲な悪影響を及ぼしている】と強調されている。したがっ
て、あらゆる分野において、地球温暖化対策や低炭素化は喫緊の課題であり、環境に配慮し
た取組が重要であるといえる。 

建設分野においても、温室効果ガスの削減・低炭素化が切迫した課題であり、２０５０
年カーボンニュートラル実現のための取組が加速化している状況を踏まえて、以下の問いに
答えよ。 
 
（１））建設分野における構造物の新たな整備から供用後までの、各過程における地球温暖
化対策を実施するにあたり、鋼構造及びコンクリートの技術者の立場で多面的な観点から３
つの課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえでその内容をしめせ。 
 
（２）抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解
決策を、専門技術用語を交えて示せ。 
 
（３）（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じるリスクとそれへの対策につ
いて、専門技術を踏まえた考えを示せ。 
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( 1 )  地 球 温 暖 化 対 策 に お け る 多 面 的 な 課 題  

１ ) い か に 一 連 の プ ロ セ ス で 温 暖 化 対 策 を 行 う か  

 イ ン フ ラ 構 造 物 の 整 備 に お い て 、 建 設 時 の 材 料 調

達 ・ 製 作 ・ 施 工 か ら 、 完 成 後 の 維 持 管 理 、 そ し て 寿 命

を 迎 え た 際 の 廃 棄 に 至 る 一 連 の プ ロ セ ス に お い て 、 多

く の エ ネ ル ギ ー を 消 費 し 、 C O 2 を 排 出 し て い る ① 。 省

エ ネ ル ギ ー 化 や 脱 炭 素 化 と い っ た 地 球 温 暖 化 対 策 を 1

つ の プ ロ セ ス の み に 実 施 し て も 効 果 は 限 定 的 で あ る ② 。

よ っ て 、 技 術 の 観 点 ③ か ら 、 い か に 一 連 の プ ロ セ ス で

地 球 温 暖 化 対 策 を 行 う か が 課 題 ④ で あ る 。  

 

① 「・・・おいて、・・・おいて・・・」と連続しています。冒頭の「インフラ構造物の整備にお

いて」は、一連のプロセスの一部に過ぎません。不要。 

② さすがに地球温暖化を説明はいらないと思います。 

「1つのプロセスのみに実施」→「1つのプロセスのみで実施」 

全プロセスで取り組んだ方が、多く削減できるのは当たり前ではありませんか。例えば、ライフ

サイクル全体で CO2 削減を評価すべき（ライフサイクルアセスメント）であるとか、全プロセス

でやった方が効果的・シナジーが生まれる といった必要性を導くべきだと考えます。 

③ なぜ観点が技術なのか良く分かりません。この場合は、仕組み面の観点ですかね。 

④ ここは悩みどころです。問題では「各過程における地球温暖化対策を実施するにあたり」とあり

ます。つまり、各過程における共通した課題を書けということと理解します。そうなるとプロセ

ス全体で取り組むといった課題は、題意から外れているように見えます。さらに、解決策を見る

と個々のプロセスの脱炭素化手法を述べており、全体の話に触れられていません（長寿命化除

く）。現在の解決策を多く生かすのであれば、例えば「各プロセスの効率化（合理化）が課題」

といった内容が考えられます。 
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２ ） い か に 低 コ ス ト で 温 暖 化 対 策 を 行 う か  

 少 子 化 に 伴 う 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ る 税 収 の 減 少

⑤ と 、 高 齢 化 に 伴 う 社 会 保 障 費 の 増 大 に よ り 、 わ が 国

の 財 政 は 厳 し い 状 況 に あ る 。 一 方 で 、 地 球 温 暖 化 対 策

は 切 迫 し た 課 題 で あ り 、 限 ら れ た 予 算 で 実 施 す る 必 要

が あ る 。 よ っ て 、 経 済 性 の 観 点 か ら 、 い か に 低 コ ス ト

で 地 球 温 暖 化 対 策 を 行 う か が 課 題 で あ る 。  

 

３ ） い か に 温 暖 化 対 策 を 推 進 す る 人 材 を 育 成 す る か  

日 本 の 建 設 産 業 の 就 業 者 数 は ピ ー ク か ら 約 ３ 割 減 少

し て い る 。 一 方 ⑥ 、 建 設 分 野 に お け る 地 球 温 暖 化 対 策

の 推 進 に は 、 建 設 技 術 の 専 門 知 識 に 加 え 、 脱 炭 素 化 技

術 や 、 環 境 保 護 の 知 見 ⑦ な ど 、 幅 広 い 環 境 分 野 の 知 識

を 持 つ 人 材 が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、

建 設 分 野 に お け る 地 球 温 暖 化 対 策 を 推 進 す る 人 材 を い

か に 確 保 し 、 育 成 す る か ⑧ が 課 題 で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 上 述 の 課 題 の 中 で 、 「 一 連 の プ ロ セ ス で 温 暖 化 対 策

を 行 う 」 が 地 球 温 暖 化 対 策 に 最 も 寄 与 ⑨ す る と 考 え ら

⑥ →「他方」 

⑦ 環境保護が地球温暖化にどのように関係するのか少し分かりづらいですね。CO2 吸収源を言って

いるのであれば「自然環境の保全に関する知見」といった表現になります。 

⑧ 育成して人材を確保するのではありませんか。目的と手段が逆になっています。 

⑤ 消費税の影響もあり税収は増加傾向にあります。 
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れ る た め 、 こ れ を 最 も 重 要 な 課 題 と し て 解 決 策 を 述 べ

る 。  

 

（ １ ） 設 計 ・ 製 作 段 階 で の 脱 炭 素 化 ・ 省 エ ネ ル ギ ー 化  

・ 部 材 数 の 少 な い 合 理 的 な 構 造 の 採 用 ⑩  

 例 え ば ⑪ 鋼 橋 に お い て 桁 数 や 部 材 数 が 多 い 場 合 、 一

連 の 作 業 ⑫ が 増 加 す る た め 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 や C O

２ の 排 出 量 が ⑬ 増 加 す る 。 従 っ て 、 少 数 主 桁 の 採 用 や 、

閉 断 面 化 に よ る 塗 装 面 積 の 削 減 、 そ の 他 耐 候 性 鋼 材 の

適 用 に よ る 無 塗 装 化 等 、 構 造 合 理 化 に よ り ⑭ 脱 炭 素

化 ・ 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る ⑮ 。  

さ ら に 、 Ｓ Ｂ Ｈ Ｓ 鋼 な ど 新 た な 高 張 力 鋼 材 を 用 い る

こ と で 、 部 材 ・ 継 手 数 の 削 減 や 、 予 熱 作 業 の 削 減 な ど

の 作 業 効 率 化 を 図 り 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 削 減 す る 。  

 ま た 、 部 材 数 削 減 に よ り 構 造 物 の 重 量 を 削 減 す る と 、

部 材 搬 入 に 必 要 と な る 車 両 数 を 減 ら す こ と が で き 、 輸

送 に よ り 生 じ る C O ２ の 排 出 量 の 削 減 も で き る 。  

⑨ 「最も寄与する」との表現は、「最も重要な」の言い換えに見えます。最も寄与すると考えた要

因を考え、もう少し掘り下げて言い換えに見えにくい表現が望まれます。例えば、「迅速に効果

を発揮する」、「直接削減に結び付く」、「他の課題に比べ削減効果が高い」などが考えられま

す。 
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（ ２ ） 施 工 段 階 の 脱 炭 素 化 ・ 省 エ ネ ル ギ ー 化  

・ Ｂ Ｉ Ｍ Ｃ Ｉ Ｍ ⑯ を 活 用 し た 施 工 の 効 率 化  

 施 工 に 係 る 材 料 搬 入 か ら 組 立 、 施 工 に 至 る 一 連 の プ

ロ セ ス を Ｂ Ｉ Ｍ Ｃ Ｉ Ｍ に よ り 3 次 元 デ ー タ 化 し ⑰ 、 合

理 的 な 工 法 の 検 討 や 施 工 手 順 の 見 直 し を 行 う 。 ⑱ こ れ

に よ り 、 一 連 の 作 業 期 間 を 短 縮 化 ⑲ し 、 エ ネ ル ギ ー 消

費 量 の 削 減 を 図 る 。  

⑩ 見出しが長すぎます。長くても１行以内には収めましょう。→「合理的な構造の採用」 

⑪ いきなり例示されても何の例だか分かりません。解決策は、目的→やること→具体例→特筆すべ

き効果（なくても可）の構成で書くと分かりやすく書けると思います。よって、見出しを再構築

して記述すれば OKだと思います。 

⑫ 具体例なので、作業内容も具体的に書きましょう。 

⑬ →「も」 

⑭ 「閉断面化による塗装面積の削減、その他耐候性鋼材の適用による無塗装化」が構造の合理化に

当たるのか疑義があります。 

⑮ これは共通の目的なので後述・他の課題含めて不要と考えます。この場合は、「・・・合理化を

図る」で終わらせてしまいます。これをやるとかなりスッキリして読みやすくなると思います。

空いたスペースで、解決策を充実させましょう。 
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・ 環 境 負 荷 の 小 さ い 重 機 の 使 用  

現 場 で 使 用 す る 機 材 ⑲ に お い て 、 Ｅ Ｖ 重 機 や 、 低 炭

素 性 能 が 向 上 し た 建 機 を 積 極 的 に 用 い る こ と で 、 現 場

で 生 じ る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 の 削 減 を 図 る 。 ⑳  

 

（ ３ ） 維 持 管 理 ・ 廃 棄 の 脱 炭 素 化 ・ 省 エ ネ ル ギ ー 化  

・ 構 造 物 の 長 寿 命 化  

 構 造 物 の 更 新 や 、 廃 棄 に は 多 大 な 環 境 負 荷 を 与 え る

た め 、 更 新 や 廃 棄 に 至 ら な い よ う 構 造 物 の 長 寿 命 化 を

図 る 。 具 体 的 に は 事 後 保 全 型 の 維 持 管 理 か ら 、 構 造 物

の 不 具 合 を 未 然 に 防 ぐ 予 防 保 全 型 へ の 転 換 を 図 る ㉑ 。  

 

㉑ 具体的とありますが、具体性に欠けます。また、予防保全だけではこれまた技術力アピールが足

りません。統廃合、維持修繕情報の収集、ICT技術活用、優先順位などなど 

⑲ 機材ではないと思います。単純に「建設機械において」で良いのではないでしょうか。 

⑳ 一般論を脱していないように見えます。トップランナー値を定めた「燃費基準達成建設機械認定

制度」や、令和５年度に創設された「GX 建設機械認定制度」など技術力をアピールする記述を意

識しましょう。 

⑯ →「BIM/CIM」 

⑰ プロセスを３次元データ化するとの表現は違和感があります。プロセスは３次元データ化できな

いと思います。おそらく、「一連のプロセスにおいて BIM/CIM の３次元データを活用し」ではあ

りませんか。 

⑱ 具体例が欲しいです。 

⑱ →「短縮」 
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・ 構 造 物 の リ サ イ ク ル  

 深 刻 な 老 朽 化 に よ り 更 新 ・ 廃 棄 が 決 ま っ た 場 合 に お

い て 、 構 成 部 材 の リ サ イ ク ル を 実 施 ㉒ す る 。 例 え ば 鋼

部 材 で あ れ ば 、 ス ク ラ ッ プ し て 電 炉 材 料 に 再 利 用 す る

こ と で 、 資 源 リ サ イ ク ル に よ る 環 境 負 荷 低 減 を 実 現 す

る 。  

 

３ ． 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

リ ス ク ： こ れ ら の 地 球 温 暖 化 対 策 は 、 新 技 術 や 新 材 料

の 導 入 な ど 新 し い 試 み を 積 極 的 に 採 用 し て い る 。 こ の

場 合 、 導 入 時 の 実 務 者 へ の 理 解 浸 透 や 、 不 具 合 へ の 対

応 、 ま た 関 係 者 と の 合 意 形 成 に 要 す る 時 間 が 増 大 し 、

初 期 工 程 の 遅 延 リ ス ク ㉓ が あ る 。  

対 策 ： 脱 炭 素 化 や 省 エ ネ ル ギ ー 化 に 係 る 新 技 術 導 入 マ

ニ ュ ア ル や 実 施 事 例 集 を 整 備 し 、 技 術 導 入 を 円 滑 化 す

る 。 ま た 、 温 暖 化 対 策 に 関 す る 講 習 会 や 研 修 の 開 催 な

ど 教 育 訓 練 の 提 供 を 行 う 。          以 上  

 

㉓ 合理的な構造採用や、BIM/CIM の採用によって、作業の効率性は向上し逆に工期は短縮されるの

ではありませんか。リスク設定に疑義があります。 

㉒ これもただリサイクルするだけでは、十分ではありません。どうやってリサイクルするのかまで

述べましょう。建設発生土のマッチング、混廃のリサイクル、トレーサビリティ強化などなど 


